
                 

 

2021年 7月 20日 

 

三菱ケミカル・クリンスイが三重県に活動拠点「Cleansui House」をオープン 

 

三菱ケミカル株式会社 

 

三菱ケミカル株式会社（本社：東京都千代田区、社長：和賀 昌之）の子会社である三菱ケミカル・クリ

ンスイ株式会社（本社：東京都中央区、社長：木下博之）が、三重県にある複合リゾート施設「VISON」内

に活動拠点「Cleansui House（クリンスイハウス）」を本日 7月 20日にオープンしました。詳細について

は添付資料をご参照ください。 
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Cleansui House（クリンスイハウス）
〒 519-2170 三重県多気郡多気町ヴィソン 672 番 1 旨味 14
cleansui-house.com
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めぐる。育む。水の知恵。
三重県の中央に位置する多気町。伊勢神宮や熊野古道からも近く、北部を櫛田川、南部を宮川が流れ、変化に富む豊かな山々
に抱かれる自然豊かな町です。この多気町、古くは「多氣」と書き、いにしえの時代から多くの「氣（＝いのち）」を育む場所
と言われてきました。この地にオープンした複合リゾート施設「VISON」内に、クリンスイは活動拠点「Cleansui House（ク
リンスイハウス）」をオープンします。

“ 水の知恵 ” のパビリオン
「クリンスイハウス」は、“ 水の知恵 ” をコンセプトにしたメディアのようなパビリオンです。
食・風土・伝統・工芸 etc.……。この地域の持つ多様な魅力を掘り起しながら、水を切り口にした展示やワークショップといっ
た体験型コンテンツを提供。地域コミュニティに貢献するだけでなく、この場所から来場者の方々にこれからの暮らしのアイ
デアを提案しながら、持続可能な社会に求められるアクションを起こしていきます。「水の飲み比べ」や、建物を共有する昆布
の老舗「奥井海生堂」と共同で行う、だしのとり方ワークショップなど定期的に大小さまざまなイベントを開催する予定です。
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Water Wall Gallery
クリンスイハウス内に併設する「Water Wall Gallery」。食・風土・伝統・工芸など、多彩なトピックを切り口に「水」を通し
て日本の文化や歴史を探求。“ 水のシナリオ ” と題したシリーズ展示をケーススタディに、水と人との営みを再考しながら、水
の叡智を発見していきます。

Water Wall Gallery_ Vol.1　
日本の食と慣習
記念すべき一回目は、「日本の食と慣習」をテーマに、私たち日本人と水との深い関わりについて考えていきたいと思います。

日本には、地域ごとの固有の伝統文化や長い歴史によって磨き上げられてきた世界に誇る食文化があり、古来より大切に受け

継がれてきた伝統的な慣習が数多く存在します。

本展では、「包む」「炊く」といった所作から生まれ、庶民の暮らしを支えてきた無銘の民具や雑器、「出汁」や「酒」といった

文化を体現する道具に着目。また、紀伊山地の豊富な伏流水の恩恵を授かり、日本有数の軟水が湧き出る場所として知られる

三重県の食文化にも焦点を当て、いにしえより「祈り」の場所であり、自然崇拝の聖地でもある「伊勢の習慣」についても紹

介いたします。

水の恵みが育んできた豊かな自然。そして、自然に畏敬の念を抱きながら、共生してきた先人たちが現代へと繋いでき

た「日本の食と慣習」。本展があらためて、「水」について考えるきっかけとなり、その叡智に触れる機会になったら幸いです。

展示キュレーション：郷古 隆洋／ Swimsuit Department

ユ ナ イ テ ッ ド ア ロ ー ズ、 ラ ン ド ス ケ ー プ プ ロ ダ ク ツ を 経 て 2010 年 に Swimsuit 
Department を設立。輸入代理店をはじめ、世界各国で買い付けたヴィンテージ雑貨な
どを販売する BATHHOUSE も運営のほか、店舗のインテリアコーディネートやディスプ
レーなども手がけています。2015 年 9 月には、日本で初の開催となるモダニズムショー
を主宰 。　swimsuit-department.com
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汲む
「汲む」「はこぶ」「溜める」といった日常の振る舞いを支えてきた水の容れもの。それ
らは、日本のさまざまな慣習や習慣とも深いつながりがあります。例えば、茶の湯の礼
儀作法である打ち水。私たち日本人は、茶道の世界に限らず、玄関先や道に水を撒くこ
とで夏の暑さを和らげ、道を清めて客人をもてなすことを、先人の知恵から学んできま
した。長い年月を経て、時代とともに姿を変えながら、現代に受け継がれてきた道具に
は、こうした日本独自の文化や知恵が息づいています。また、今回展示した桶のように、
木で作られた古い水の器には、繊細な装飾が数多く見受けられます。こうしたディテー
ルからも、日本人の美意識や日用品に注いだ愛情を伺い知ることができると思います。　

【写真】桶／奈良／昭和

伊勢の習慣
注連縄（しめなわ）というと、松の内の終わる頃に、正月飾りとともに外すのが一般的
ですが、伊勢では一年中玄関に注連縄を飾る風習があります。伊勢の家々の軒先でよく
見られるのが、「蘇民将来子孫家門」( そみんしょうらいしそんかもん ) の護り札がつい
た注連縄です。蘇民将来とは、伊勢の地で宿泊に困っていた須佐之男命（スサノオノミ
コト）を助けた貧しい男のこと。この人物の伝説にあやかり、無病息災を願う慣習として、
伊勢の注連縄は現代に受け継がれています。また、稲を育てるところから始まるという
伊勢の注連縄づくり。邪気を払う柊の葉、子孫繁栄の象徴である𣜿葉、代々栄えるとい
う意味を持つ橙など、それぞれの部位には意味があり、太陽と水の恵みによって育まれ
た自然素材によって作られています。

【写真】注縄飾り ( 蘇民将来 ) ／三重／現代

酒
紀伊山麓からの伏流水に恵まれ、県内随一の米どころとして知られる伊賀地方をはじめ、
豊かな自然の恩恵によって育まれてきた三重県の酒造り。宮川の源流水に代表される清
冽な軟水によって、地域の風土を活かした魅力ある名酒が個性豊かな酒蔵によって生み
出されています。また、伊勢神宮では年に 3 回、神前に捧げる酒の醸造の成功と日本の
酒造業の繁栄を祈念し、御酒殿に糀を奉納する「御酒殿祭」（みさかどのさい）と呼ば
れる神事が執り行われるなど、三重県と酒はとても深い関係にあります。本展では、量
り売り用の甕や伝統的な各地の酒器を展示。道具を通して、あらためて日本人にとって
の酒という存在が見えてくると思います。

【写真】酒甕 ( 西新焼 ) ／福岡／昭和

出汁
日本が世界に誇る「出汁」という食文化。今や国際的な言葉となった「UMAMI」（旨味）
という味覚のルーツも、日本の食文化の基礎を成す昆布やかつお節による、日本固有の
出汁文化に行き着きます。ちなみに、昆布やかつおといった言葉が歴史上の資料に登場
したのは、奈良時代のこと。以来、地域ごとに異なる気候や食材、水の硬度などによって、
その土地ならではの出汁の取り方が発展し、多様な食文化が日本に花開いていきました。
展示した外棒式の出汁漉し器は、現在、東京で作られているもの。素材が変わろうとも、
伝統的な道具と変わらないシンプルな構造に、先人の叡智が脈々と現代に受け継がれて
いる証を見ることができます。

【写真】漉し器／東京／現代

炊く
紀元後 3 世紀には卑弥呼を女王とする邪馬台国が誕生。この頃には、すでに稲作栽
培による農業社会もほぼ完成されていたと考えられています。それぐらい、日本人
とは切り離すことのできない米にまつわる道具と文化。昔ながらの羽釜に乗せられ
る木葢には、興味深い形状のものが多々あり、例えば蕪の形状を模したものには邪
気を払う願いが込められているといいます。また、粥や重湯を作るのに適した行平
鍋は、塩を焼く器がルーツと言われ、その名前は平安時代初期から前期にかけての
公卿・ 歌人として知られる在原行平が須磨で塩焼の海女と親しんだ故事にちなむと
いわれています。ちなみに三重県の伊賀市の丸柱は、この鍋の大きな産地でもあり
ました。　
【写真】雛竃 (玩具 ) ／京都／昭和初期



Water Wall Gallery_ Vol.1　日本の食と慣習
包む
日本人の心や美意識が造形となって表現された伝統的なパッケージには、美しいだけで
なく先人の知恵と機能が内包されています。これらを代表する「卵の苞」と呼ばれる藁
で作られた卵の入れ物は、物資のない時代に貴重な卵を運ぶ緩衝材として東北地方で生
まれた道具。この「卵の苞」をはじめ、日本のアートディレクターの草分け的存在であっ
た岡秀行 (1905-1995) があらためて見出した「包む」という日本の伝統文化に焦点を
当てた展覧会（1970 年代）は、アメリカをはじめ世界 28 カ国を巡回し、世界的な評
価を受けました。日本人の生活の美意識を宿した「包む」というカルチャー。日本の伝
統を継承する「包む」ための道具は、現代を生きる私たちに真の豊かさとは何か、自然
との共生することの大切さを今もなお訴えかけているように思います。

【写真】吊るし海老／熊本／現代

祈る
注連縄というと、松の内の終わる頃に、正月飾りとともに外すのが一般的ですが、伊勢
古来より日本人は神に祈りを捧げ、自然に畏敬の念を持ちながら生活を営んできました。
中でも伊勢神宮が鎮座する三重県では、今もさまざまな神具が大切に受け継がれていま
す。また、今回展示した「水」の文字が刻まれた鬼瓦のように、信仰だけでなく、護符
や魔除けとしての役割を持つ祈りの道具が日本各地に存在しています。現代の日本にお
いて、残念ながら都市部ほど薄れつつある「祈る」という風習。しかしながら、私たち
日本人にとっては忘れてはならない習わしであり、これからも大切に受け継いでいくべ
き文化であると私たちは考えています。

【写真】鬼瓦 ( 水 ) ／不明／昭和初期

茶
紀伊山麓からの伏流水に恵まれ、県内随一の米どころとして知られる伊賀地方をはじめ、
静岡県、鹿児島県に次いで、全国第三位のお茶の生産量を誇る三重県。三重県は土地の
起伏や天候が茶の栽培に適していることもあり、その豊かな自然の恩恵とともに茶にま
つわる文化が育まれてきました。例えば、伊賀市の北西部に位置し、四季折々の豊かな
自然環境に包まれた丸柱の土瓶や隣県の滋賀県甲賀市信楽町で作られる信楽焼の壺な
ど、緑釉を使った道具が多く見られるのが、この地域の特徴です。また、三重県周辺だ
けなく、日本各地のお茶の道具には、それぞれの地域性と庶民の暮らしが反映されてい
ます。いにしえより連綿と受け継がれてきた日本の茶の文化。本展では、その歴史の足
跡を辿る道具を展示しています。

【写真】土瓶 ( 信楽焼 ) ／滋賀／昭和

醤油
アジアには、さまざまな発酵食品があり、その代表ともいえるのが、日本人の食生活に
欠かせない醤油です。南北に長い三重県は、伊勢平野、伊賀盆地、紀州に大別され、ひ
とくちに醤油といってもそれぞれの地域によって「たまり」「淡口」「濃口」といったバ
リエーションが存在します。その中で「たまり」と呼ばれる醤油を使った「伊勢うどん」
は、ご当地を代表する料理として今も多くの人たちに愛され続けています。そんな食文
化が息づく三重県の醤油蔵や酒蔵では、古くから自社製品や家紋を入れたグラフィカル
な法被を着て、仕込みの作業を行ってきたといいます。また、江戸時代から酒屋の貸し
出し容器として普及した通い徳利と呼ばれる容器は、隣県である滋賀県甲賀市信楽町が
大きな産地であったといわれています。

【写真】通い徳利／兵庫・熊本／昭和

ハレとケ
「日本民俗学」の創始者であり、近代の日本を代表する思想家でもあった柳田國男
によって見出された日本人の伝統的な世界観である「ハレとケ」。ハレは儀礼や祭、
年中行事などの「非日常」を指し、ケは「日常」を指し示す言葉として、現代の日
本人の生活や感覚の中に今もなお息づいています。本展では、花見用の酒器に対し、
農家の人たちが愛用してきた水筒といった道具を、「ハレとケ」という概念に基づ
き対照的に展示。その道具たちをあらためて俯瞰していくと、日本人の繊細な美意
識と感性、そしてハレの日に対する祈りにも似た先人たちの願いの深さを感じるこ
とができると思います。

【写真】左・花見酒器／不明／昭和初期、右・水筒／大阪／昭和　



VISON 内にウォーターサーバーを設置　
ー使い捨てペットボトルのない環境へー
クリンスイは VISON の敷地内 10 箇所にクリンスイのウォーターサーバーを設置しています。
安心でおいしい水を届けるだけでなく、水資源を活用し、使い捨てペットボトルのない環境の実現をサポートしていきます。

「コップ一杯の水をきれいに」というクリンスイのビジョンに基づく活動をこの場所から、さらに広げていきます。

VISON とは
「三重故郷創生プロジェクト」（株式会社アクアイグニス、イオンタウン株式会社、ファーストブラザーズ株式会社、ロート製
薬株式会社の４社からなる合同会社）による、日本最大級の商業リゾート施設『VISON（ヴィソン）』。全国初「スマートイ
ンターチェンジ直結の民間施設」としても認可され、東京ドーム 24 個分（約 119ha）の広大な敷地に、四季を感じるホテル、
日本最大級の産直市場、薬草で有名な多気町にちなんだ薬草湯、和食の食材メーカーによる体験型店舗、有名料理人が手掛け
る地域食材を活かした飲食店舗、オーガニック農園など、約 50 店舗が出店する、多様性と専門性を兼ね備えたこれまでにな
い大型複合商業施設。vison.jp



【施設概要】
名称：Cleansui House（クリンスイハウス）
住所：〒 519-2170 三重県多気郡多気町ヴィソン 672 番 1 旨味 14
オープン日：2021 年 7 月 20 日（火）
定休日：なし　営業時間：10:00 - 18:00
電話 : 0598-67-7887
ウェブサイト： cleansui-house.com
インスタグラム：@cleansuihouse_vison

写真：木寺 紀雄　　編集・原稿：柴田 隆寛（Kichi）　　ウェブデザイン：唯木 友裕

【Press Contact】 ご質問、掲載や取材に関するお問い合わせは下記までご連絡下さい。

■ 三菱ケミカル・クリンスイ株式会社　広告宣伝部　tel.03-6848-1062

■ クリンスイ PR ： デイリープレス　tel.03-6416-3201
　 川村 美帆 mihokawamura@dailypress.org
　 竹形 尚子 naotakegata@dailypress.org

有限会社ランドスケーププロダクツ
1997 年に中原慎一郎を中心に結成。1940 ～ 60 年代のモダンデザインをルーツに家具の製造販売をス
タートし、2000 年には渋谷区神宮前にて「Playmountain」 をオープン（現在は渋谷区千駄ヶ谷にて運営）。
同年法人化するとともに、その後は住宅・オフィス・店舗の内装デザイン、直営店展開、生産卸、エキシビショ
ンやイベントのプロデュース / ディレクション、編集 / 出版、ブランディングと活動範囲を広げ、現在に至る。　
landscape-products.net/

空間デザイン：

三菱ケミカル・クリンスイ株式会社
三菱ケミカル株式会社（本社：東京都千代田区、社長：和賀昌之）のグループ会社である、浄水器の
製造及び販売を行う三菱ケミカル・クリンスイ株式会社（本社：東京都中央区、社長：木下博之）は、
１９８４年、雑菌まで除去できる中空糸膜フィルターを採用した世界初の家庭用浄水器「クリンスイ」を
発売。「コップ一杯の水をきれいに」というスローガンのもと、現在では展開国３０カ国以上となるグロー
バルブランドに。今では浄水器にとどまらない水のブランドとして、製品やサービスを展開しています。
cleansui.com　　@cleansui_knows

運営：

福田 春美
ブランディングディレクター。ライフスタイルストア、ホテル、プロダクト、企業のプロジェクトなどの
ブランディングを手掛ける。趣味が料理と旅。著書に自身の生活の様を綴った「ずぼらとこまめ」主婦と
生活社がある。

クリエイティブ
ディレクション：

クリンスイハウス
ロゴ制作：

株式会社 TSDO
佐藤卓が 1984 年に佐藤卓デザイン事務所を設立。2018 年 TSDO へ社名変更。商品パッケージやポス
ター等のグラフィックデザインの他、商品や施設のブランディング、企業の CI、子ども向け教育番組企画
を中心に活動。代表作に「ロッテ キシリトールガム」「明治おいしい牛乳」パッケージデザイン、「PLEATS 
PLEASE ISSEY MIYAKE」グラフィックデザイン、「金沢 21 世紀美術館」「国立科学博物館」シンボルマー
ク、NHK E テレ「にほんごであそぼ」アートディレクション、「デザインあ」総合指導等。
tsdo.jp


